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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
劇
場
小
説
版
ハ
ッ
ピ
ー
ツ
リ
ー
ワ
ー
ル
ド
宇
宙
海
賊
黄
想
天
外
の
秘
密
を
追

え
！
東
方
黄
想
天
外

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
６
４
２
Ｊ

【
作
者
名
】

　
台
風
Ｘ
号

【
あ
ら
す
じ
】

　
待
望
の
第
三
弾
登
場
、
楽
し
み
に
見
て
く
だ
さ
い
。
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ハ
ッ
ピ
ー
ツ
リ
ー
ワ
ー
ル
ド
は
、
い
い
天
気
で
あ
る
。

カ
ド
ル
ス
と
ギ
グ
ル
ス
は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
デ
ー
ト
を
し
て
い
た
。

し
か
し
地
球
に
、
暗
雲
が
迫
っ
て
き
た
。

「
マ
ズ
い
こ
と
が
起
き
そ
う
ね
。
」

劇
場
小
説
版
ハ
ッ
ピ
ー
ツ
リ
ー
ワ
ー
ル
ド
宇
宙
海
賊
黄
想
天
外
の
秘
密
を
追
え

！
東
方
黄
想
天
外

薬
物
と
い
う
大
罪
を
司
る
、
デ
ジ
モ
ン
が
い
た
。
ア
ブ
リ
マ
ウ
ン
テ
リ
ェ
モ
ン

と
い
う
究
極
体
。

「
こ
れ
よ
り
、
最
高
最
悪
の
作
戦
を
実
行
す
る
。
」

小
型
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
、
ア
ブ
リ
マ
ウ
ン
テ
リ
ェ
モ
ン
の
薬
物
を
飲
ん
で
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
た
。

地
球
に
向
か
っ
て
い
っ
た
。

う
ち
は
ド
ル
レ
イ
ン
は
、
気
配
に
気
づ
い
た
の
か
、
印
を
組
ん
だ
。

「
光
遁
　
魔
光
散
々
」

小
型
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
余
裕
に
避
け
た
。
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「
な
に
っ
。
」

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
大
佐
は
、
ス
ペ
ル
カ
ー
ド
を
召
喚
し
た
。

「
平
和
　
そ
し
て
誰
も
い
な
く
な
る
？
」

弾
幕
の
発
動
と
と
も
に
、
小
型
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
軽
や
か
に
避
け
て
い
っ
た
。

「
何
だ
、
こ
い
つ
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
強
い
。
」

「
聖
雷
　
サ
ン
タ
・
サ
ン
ダ
ー
α
」

キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ン
の
弾
幕
が
、
小
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
潰
し
て
い
っ
た
。

ま
た
別
の
場
所
で
は
、
フ
レ
イ
キ
ー
と
フ
リ
ッ
ピ
ー
が
恐
が
っ
て
い
た
。

小
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
唐
突
に
真
っ
二
つ
に
さ
れ
た
。

あ
る
叫
び
声
が
聞
こ
え
た
。

「
黙
示
録
撃
斬
」

ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン
ザ
ン

ア
ン
ゴ
ル
＝
水
素
が
、
小
型
ロ
ボ
ッ
ト
と
対
決
を
し
て
い
た
。

フ
リ
ッ
ピ
ー
は
、
フ
レ
イ
キ
ー
の
頭
を
触
っ
た
。

「
フ
レ
ち
ゃ
ん
。
熱
が
あ
る
よ
！
」

「
う
ー
苦
し
い
で
す
ぅ
。
」
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フ
レ
イ
キ
ー
は
、
苦
し
い
顔
を
し
て
い
た
。

聖
白
蓮
は
、
闇
幻
想
郷
に
や
っ
て
き
た
。

「
こ
ん
な
美
し
い
と
こ
ろ
が
、
闇
幻
想
郷
っ
て
言
わ
れ
る
な
ん
て
不
愉
快
だ
わ
。

」ト
ゥ
ー
シ
ー
が
来
た
。

「
闇
幻
想
郷
は
、
昔
、
惨
劇
を
繰
り
返
す
場
所
と
言
わ
れ
て
見
た
目
は
、
き
れ

い
な
場
所
だ
か
ら
幻
想
郷
に
惨
劇
の
闇
を
付
け
た
、
名
前
な
ん
だ
。
申
し
遅
れ

た
け
ど
僕
の
名
前
は
ト
ゥ
ー
シ
ー
だ
よ
。
」

聖
白
蓮
は
、
面
白
い
場
所
だ
か
ら
少
し
笑
っ
た
。

「
そ
れ
よ
り
人
間
界
が
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
る
ん
だ
。
」

フ
リ
ッ
ピ
ー
と
フ
レ
イ
キ
ー
が
や
っ
て
き
た
。

フ
レ
イ
キ
ー
は
、
苦
し
い
を
通
り
越
し
て
い
る
ぐ
ら
い
の
つ
ら
い
顔
を
し
て
い

た
。

「
フ
レ
イ
キ
ー
の
容
態
が
分
か
っ
た
。
あ
る
薬
物
の
せ
い
で
こ
ん
な
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
と
思
う
よ
。
」

ス
ニ
フ
ル
ッ
ズ
は
、
天
才
で
あ
り
フ
レ
イ
キ
ー
の
病
気
を
少
し
治
す
薬
は
開
発

で
き
た
。

フ
リ
ッ
ピ
ー
は
、
フ
レ
イ
キ
ー
が
心
配
で
頭
を
抱
え
て
い
た
。



5

キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ン
と
ア
ン
ゴ
ル
＝
水
素
が
や
っ
て
き
た
。

歩
丸
鷹
涅
が
、
や
っ
て
き
た
。

ホ
マ
ル
タ
カ
ネ
ツ

「
急
が
な
い
と
、
幻
想
郷
も
全
部
が
危
な
い
。
」

フ
レ
イ
キ
ー
は
、
フ
リ
ッ
ピ
ー
を
見
て
い
た
。

キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ン
は
、
情
報
を
見
た
ら
、
ア
ブ
リ
マ
ウ
ン
テ
リ
ェ
モ
ン
と
い
う
究

極
体
デ
ジ
モ
ン
が
引
き
起
こ
し
た
。
ウ
ィ
ル
ス
で
、
聖
な
る
力
を
持
つ
者
に
は
、

ウ
ィ
ル
ス
が
効
か
な
い
。

と
書
か
れ
て
い
た
。

歩
丸
鷹
捏
は
、
あ
る
こ
と
を
言
っ
た
。

「
キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ン
は
、
知
っ
て
い
る
か
？
あ
る
伝
説
を
。
」

「
知
ら
な
い
よ
。
」

「
な
ら
、
教
え
て
や
る
。
魔
法
と
雷
と
炎
と
裁
き
は
、
薬
物
の
大
罪
を
葬
り
去

り
魔
界
に
沈
め
た
。
」

ア
ン
ゴ
ル
＝
水
素
は
、
気
が
つ
い
た
。

「
つ
ま
り
、
拙
者
達
と
言
う
こ
と
か
。
」

聖
白
蓮
も
驚
い
て
い
た
。

歩
丸
鷹
捏
は
、
ア
ブ
リ
マ
ウ
ン
テ
リ
ェ
モ
ン
を
撃
退
す
る
作
戦
を
す
で
に
持
っ
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て
い
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
が
襲
っ
て
き
た
。

キ
ッ
ズ
ウ
ィ
ン
は
、
聖
な
る
雷
を
解
き
放
っ
て
、
闘
い
の
襲
関
を
終
え
た
。

な
ん
か
ん

ア
ブ
リ
マ
ウ
ン
テ
リ
ェ
モ
ン
が
下
り
て
き
た
。

「
貴
様
ら
の
、
聖
な
ん
ぞ
伝
説
覆
し
に
し
て
く
れ
る
。
」

覆
し
は
、
出
来
は
し
な
い
。

「
サ
ン
タ
・
サ
ン
ダ
ー
ε
」

「
黙
示
録
撃
斬
」

「
光
魔
　
魔
法
銀
河
系
」

「
祭
炎
　
灼
熱
の
聖
な
る
炎
」

四
つ
の
攻
撃
が
ア
ブ
リ
マ
ウ
ン
テ
リ
ェ
モ
ン
に
直
撃
し
た
。

ア
ブ
リ
マ
ウ
ン
テ
リ
ェ
モ
ン
は
消
滅
し
た
。

そ
し
て
、
ウ
ィ
ル
ス
も
消
滅
し
て
い
っ
た
。

フ
レ
イ
キ
ー
が
飛
び
上
が
る
か
の
よ
う
に
起
き
た
。

フ
リ
ッ
ピ
ー
に
抱
き
つ
き
、
喜
ん
で
い
た
。
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そ
し
て
、
感
染
し
て
い
た
み
ん
な
は
元
気
に
な
っ
た
。

ア
ブ
リ
マ
ウ
ン
テ
リ
ェ
モ
ン
は
、
消
滅
し
た
結
果
凄
い
も
の
が
手
に
入
っ
た
。

聖
白
蓮
は
、
見
た
。

「
こ
れ
は
、
不
思
議
な
光
だ
わ
。
」

そ
こ
に
映
っ
た
の
は
、
絶
望
を
司
る
新
た
な
敵
だ
っ
た
。

フ
リ
ッ
ピ
ー
は
、
今
度
こ
そ
、
僕
が
活
躍
し
て
や
る
。

絶
望
を
司
る
大
罪
の
デ
ジ
モ
ン
そ
の
名
は
、
オ
ヴ
ァ
ス
ミ
エ
ウ
ス
モ
ン
だ
っ
た
。

カ
ド
ル
ス
と
フ
レ
イ
キ
ー
と
フ
リ
ッ
ピ
ー
と
ト
ゥ
ー
シ
ー
は
、
楽
し
く
ラ
ン
ピ

ー
と
ギ
グ
ル
ス
と
ペ
チ
ュ
ニ
ア
と
ポ
ッ
プ
と
一
緒
に
バ
ス
ケ
を
し
て
い
た
。

「
カ
ド
ル
ス
チ
ー
ム
は
、
８
点
。
ト
ゥ
ー
シ
ー
チ
ー
ム
は
、
１
１
点
。
幻
想
郷

に
は
、
こ
ん
な
デ
ジ
タ
ル
形
式
の
点
数
表
は
な
い
わ
。
」

ハ
ン
デ
ィ
は
、
聖
白
蓮
に
色
々
話
し
た
。

「
闇
幻
想
郷
は
、
あ
る
意
味
、
先
進
型
幻
想
郷
な
ん
だ
ね
。
」

「
だ
ろ
ー
。
闇
幻
想
郷
に
は
幻
想
郷
と
は
違
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
る
ん
だ
ぜ
。
」

「
で
も
、
惨
劇
は
ご
め
ん
だ
わ
。
」

「
慣
れ
れ
ば
大
丈
夫
だ
よ
。
」
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（
慣
れ
た
く
な
い
わ
。
絶
対
に
。
）

ト
ゥ
ー
シ
ー
チ
ー
ム
が
勝
っ
て
い
た
。

カ
ド
ル
ス
は
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア
と
話
し
合
っ
て
い
た
。

「
僕
が
、
攻
め
た
ら
ペ
チ
ュ
ニ
ア
の
戦
略
も
正
し
い
け
ど
僕
の
戦
略
に
も
加
わ

っ
て
よ
。
」

「
無
我
夢
中
だ
っ
た
か
ら
ご
め
ん
ね
。
」

終
演

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
テ
ー
マ
　
挫
け
な
い
で

作
詞
　
台
風
Ｘ
号

原
曲
　
感
情
の
摩
天
楼
～
Ｃ
ｏ
ｓ
ｍ
ｉ
ｃ
 
 

Ｍ
ｉ
ｎ
ｄ

原
作
　
上
海
ア
リ
ス
弦
楽
団

夢
の
契
に
愛
色
染
め
た

蓮
は
い
つ
も
の
と
こ
ろ
に
淋
し
く
い
た

ど
ん
な
に
魔
法
が
効
か
な
い
と
い
わ
れ
て
も

解
決
し
た
い
気
持
ち
が
あ
る
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自
分
が
挫
け
て
悲
し
い
時
は
あ
っ
て
い
て
も

私
の
胸
は
強
く
生
き
て
い
た
い

く
じ
け
な
い
で

新
し
い
朝
に
向
か
っ
て

蓮
が
寄
り
添
う
地
上
に
あ
る
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
科
と

絆
を
深
め
あ
う
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（
後
書
き
）

第
四
弾
は
、
ま
だ
決
め
て
い
ま
せ
ん
。
楽
し
み
に
み
た
い
方
は
、
遅
れ
て
す
い

ま
せ
ん
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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